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⽝
藤
原
保
則
伝
⽞
覚
書

─
〝
悪
吏
⾊
の
描
写
を
手
が
か
り
に
─

河

野

友

哉

要

旨
三
善
清
行
が
延
喜
七
年
に
著
し
た
⽝
藤
原
保
則
伝
⽞
は
、
地
方
官
と
し
て
備
中
・
備
前
・
出
羽
・
大
宰
府
な
ど
で
活
躍
し
た
〝
良
吏
⾊
藤
原
保

則
の
事
績
を
記
す
、
漢
文
体
の
伝
記
で
あ
る
。
従
前
の
研
究
史
に
お
い
て
は
、
作
品
の
叙
述
は
主
と
し
て
〝
良
吏
⾊
保
則
の
側
か
ら
分
析
さ
れ
る

こ
と
が
ほ
と
ん
ど
で
あ
っ
た
が
、
作
中
に
は
そ
の
対
極
に
あ
る
〝
悪
吏
⾊
も
描
か
れ
て
い
る
こ
と
に
注
目
し
、
そ
の
〝
悪
吏
⾊
を
俎
上
に
載
せ
よ

う
と
す
る
の
が
本
稿
で
あ
る
。
か
か
る
〝
悪
吏
⾊
の
描
写
を
、
先
行
研
究
に
も
拠
り
つ
つ
具
体
的
に
検
討
し
て
ゆ
く
と
、
わ
ず
か
な
罪
や
不
法
行

為
に
ま
で
目
を
光
ら
せ
て
恐
怖
政
治
を
行
う
者
や
、
私
利
私
欲
を
満
た
す
た
め
に
苛
酷
な
徴
税
に
走
る
者
な
ど
、
ま
さ
に
〝
悪
吏
⾊
と
呼
ん
で
然

る
べ
き
悪
政
の
様
子
が
看
取
さ
れ
る
。
前
者
は
そ
の
恐
怖
政
治
を
以
て
し
て
も
何
ら
の
功
も
上
げ
得
ず
、
儒
教
的
な
徳
治
で
は
当
然
無
い
が
、
律

令
的
な
法
治
と
も
到
底
言
い
難
い
も
の
で
あ
り
、
後
者
は
そ
の
強
欲
さ
・
貪
欲
さ
と
い
う
一
点
に
お
い
て
、
一
〇
世
紀
初
頭
に
新
た
に
立
ち
現
れ

て
き
た
⽛
受
領
⽜
に
近
い
存
在
と
言
う
べ
き
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
、
い
ず
れ
の
場
合
に
お
い
て
も
、〈
国
司
の
個
人
的
な
素
養
や
道
徳
性
の
如
何
と

い
っ
た
属
人
性
が
問
わ
れ
な
く
な
っ
て
い
っ
た
〉と
い
う
社
会
変
動
が
そ
の
背
景
に
潜
ん
で
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
か
よ
う
に
考
え
て
み
る
と
、

本
稿
で
取
り
上
げ
た
〝
悪
吏
⾊
た
ち
は
、
古
代
的
地
方
支
配
の
要
で
あ
っ
た
国
司
の
属
人
性
が
無
効
化
さ
れ
て
い
っ
た
時
代
を
象
徴
す
る
存
在
と

し
て
描
か
れ
て
お
り
、
そ
の
点
に
こ
そ
彼
ら
〝
悪
吏
⾊
た
ち
の
意
義
が
求
め
得
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
そ
の
上
で
、
作
者
清
行
は
、
漢
籍
の
表

現
に
範
を
取
り
つ
つ
も
単
な
る
断
章
取
義
に
留
ま
ら
ず
、
当
時
の
我
が
国
が
直
面
し
て
い
た
〝
古
代
的
地
方
支
配
の
不
可
能
性
⾊
と
い
う
問
題
の

一
端
を
⽝
保
則
伝
⽞
の
テ
キ
ス
ト
上
に
具
現
せ
し
め
た
の
だ
、
と
言
う
こ
と
も
決
し
て
不
可
能
で
は
な
い
の
で
あ
る
。
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緒
言

⽝
藤
原
保
則
伝
⽞（
以
下
⽝
保
則
伝
⽞）
は
、
延
喜
七
（
九
〇
七
）
年
に
三
善
清

行
が
著
し
た
漢
文
体
の
人
物
伝
で
あ
る
。
そ
の
内
容
と
し
て
は
、
平
安
前
期
の

〝
良
吏
⾊藤
原
保
則
の
事
績
を
語
る
も
の
で
あ
り
、地
方
官
と
し
て
備
中
・
備
前
・

出
羽
・
大
宰
府
な
ど
の
諸
地
方
に
て
活
躍
し
た
功
績
に
特
に
多
く
の
筆
が
費
や

さ
れ
て
い
る
。
本
稿
は
、
こ
の
⽝
保
則
伝
⽞
を
俎
上
に
載
せ
、
い
さ
さ
か
の
卑

見
を
開
陳
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る（
⚑
）。

一

研
究
史
と
問
題
意
識
─
〝
悪
吏
⾊
へ
の
注
目
─

さ
よ
う
な
⽝
保
則
伝
⽞
の
研
究
史
に
つ
い
て
、
議
論
の
前
提
と
な
る
通
説
を

紹
介
し
て
お
こ
う
。
そ
れ
は
、
以
下
の
三
点
に
集
約
さ
れ
る（
⚒
）。

○
史
実
を
超
え
た
潤
色
に
よ
っ
て
、儒
教
的
律
令
官
人
の
理
想
像
を
形
成
し
、

表
現
し
よ
う
と
し
た
。

○
そ
の
潤
色
に
は
経
書
や
中
国
正
史
、
世
俗
小
説
と
い
っ
た
漢
籍
が
下
敷
き

に
な
っ
て
い
る
。

○
そ
れ
ら
漢
籍
の
表
現
に
よ
る
保
則
の
顕
彰
は
常
套
的
な
も
の
で
、
類
型
性

を
脱
し
得
て
い
な
い
。

右
に
掲
げ
た
先
学
の
指
摘
は
、
主
と
し
て
〝
良
吏
⾊
た
る
保
則
の
側
か
ら
、

⽝
保
則
伝
⽞
と
い
う
作
品
の
叙
述
を
分
析
し
た
も
の
で
あ
る
。

だ
が
、
こ
の
⽝
保
則
伝
⽞
に
描
か
れ
て
い
る
の
は
、
儒
教
的
徳
治
（
＝
徳
化
）

を
施
す
〝
良
吏
⾊
保
則
だ
け
で
は
な
い
。
詳
細
な
検
討
は
二
以
降
に
譲
る
が
、

徳
化
な
ど
と
は
あ
ま
り
に
程
遠
い
、
悪
政
に
及
ぶ
地
方
官
─
〝
悪
吏
⾊
─
た

ち
の
姿
も
複
数
描
き
出
し
て
い
る
の
だ
。
稿
者
が
注
目
し
た
い
の
は
ま
さ
に
そ

の
点
な
の
だ
が
、
な
ぜ
〝
悪
吏
⾊
に
注
目
す
る
の
か
、
そ
の
問
題
意
識
を
説
明

し
て
お
き
た
い
。

⽝
保
則
伝
⽞
に
お
い
て
は
、
自
身
の
徳
を
以
て
民
を
治
め
、
地
域
を
統
治
す
る

〝
良
吏
⾊と
し
て
保
則
が
顕
彰
さ
れ
る
一
方
、彼
の
事
績
を
具
体
的
に
語
る
際
に
、

そ
の
地
方
の
前ㅟ

任ㅟ

者ㅟ

の
悪
政
ぶ
り
が
描
写
さ
れ
る
場
面
も
見
ら
れ
る
。
こ
の
点

に
関
し
て
は
、
早
く
か
ら
今
井
源
衛
氏
の
（
傍
線
は
引
用
者
が
私
に
付
し
た
も

の
で
あ
る
。
以
下
、
特
に
断
り
な
き
限
り
同
様
）、

三
善
清
行
が
延
喜
七
年
、
官
人
の
亀
鑑
と
も
い
う
べ
き
保
則
の
事
蹟
や
人

と
な
り
を
顕
彰
し
、
も
っ
て
政
道
に
資
せ
ん
と
の
意
を
も
っ
て
筆
を
と
っ

た
も
の
で
あ
る
が
、
…
…
（
中
略
）。
そ
し
て
、
そ
の
理
想
像
を
描
き
出
す

に
当
た
っ
て
は
、
作
者
は
そ
れ
と
対
照
的
な
破
廉
恥
な
地
方
官
と
そ
の
紊

乱
し
た
政
治
の
実
情
と
を
暴
露
布
置
す
る
の
で
あ
る
。

と
い
う
指
摘（
⚓
）
が
あ
り
、
袴
田
光
康
氏
も
、

こ
う
し
た
保
則
の
善
政
は
前
任
者
た
ち
の
悪
政
と
極
め
て
対
照
的
に
描
か

れ
て
お
り
、
そ
こ
に
律
令
国
家
の
現
状
に
対
す
る
清
行
の
危
機
意
識
を
窺

う
こ
と
が
で
き
る
。

と
、同
様
の
見
解
を
述
べ
る（
⚔
）。
ま
た
、日
本
史
学
の
側
か
ら
は
阿
部
猛
氏
の
、

前
任
の
守
朝
野
貞
吉
は
⽛
以
苛
酷
而
治
之
⽜
め
、
郡
司
の
小
罪
に
た
い
し

て
も
み
な
⽛
着
鉗
鈦
⽜
し
、
人
民
の
少
し
の
科
も
宥
さ
ず
、
捕
え
、
殺
し
、

⽛
因

（
マ
マ
）

徒
満
獄
、
仆
骸
塞
路
⽜
と
い
う
有
様
だ
っ
た
と
い
う
。
こ
れ
は
、
つ

ぎ
の
保
則
の
治
績
を
称
揚
す
る
た
め
の
誇
張
さ
れ
た
表
現
で
は
あ
ろ
う
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が
、
保
則
は
貞
吉
の
⽛
苛
酷
⽜
の
政
に
た
い
し
て
⽛
仁
政
⽜
を
も
っ
て
臨

ん
だ
。

と
い
う
分
析（
⚕
）
も
見
ら
れ
る
。

か
く
し
て
、
保
則
の
善
政
と
前
任
者
の
悪
政
と
が
相
互
補
完
的
に
描
き
出
さ

れ
て
い
る
と
い
う
〝
読
み
⾊
は
、
今
日
に
至
る
ま
で
し
ば
し
ば
行
わ
れ
て
き
た

も
の
で
あ
る
こ
と
が
理
解
さ
れ
よ
う
。

無
論
、
学
術
に
お
け
る
正
当
性
や
妥
当
性
は
、
決
し
て
多
数
決
で
決
め
ら
れ

る
べ
き
類
の
も
の
で
は
な
い
の
だ
が
、
そ
も
そ
も
〝
良
吏
⾊
と
〝
悪
吏
⾊
と
は
、

往
々
に
し
て
歴
史
叙
述
の
中
で
対
比
的
に
描
き
出
さ
れ
る
存
在
で
は
な
か
っ
た

か
。
司
馬
遷
が
⽝
史
記
⽞
に
お
い
て
⽛
循
吏
列
伝
⽜
と
⽛
酷
吏
列
伝
⽜
と
を
併

記
し
て
か
ら
、
そ
れ
は
⽝
漢
書
⽞・⽝
後
漢
書
⽞
に
も
受
け
継
が
れ
た（
⚖
）。
か
よ

う
な
中
国
正
史
の
目
録
の
在
り
方
に
鑑
み
て
も
、〝
良
吏
⾊
と
〝
悪
吏
⾊
と
を
並

べ
、
対
比
的
な
ら
し
め
る
の
は
、
歴
史
叙
述
の
方
法
の
一
つ
で
あ
る
と
了
解
さ

れ
よ
う
。

ま
た
、
テ
キ
ス
ト
理
解
の
問
題
と
し
て
考
え
て
み
て
も
、
前
任
者
が
悪
辣
な

統
治
を
行
え
ば
こ
そ
、
後
任
の
善
政
や
徳
治
が
よ
り
一
層
際
立
つ
の
で
は
な
か

ろ
う
か
。
そ
し
て
、
個
人
顕
彰
を
主
た
る
目
的
と
す
る
〈
伝
記
〉
と
い
う
作
品

様
式
で
あ
れ
ば
な
お
さ
ら
、
時
と
し
て
誇
張
を
も
辞
さ
ず
に
強
調
が
加
え
ら
れ

る
で
あ
ろ
う
こ
と
は
想
像
に
難
く
な
い
。

以
上
の
こ
と
を
踏
ま
え
れ
ば
、
や
は
り
保
則
の
善
政
と
前
任
者
の
悪
政
と
は

対
比
的
か
つ
相
補
的
に
描
き
出
さ
れ
て
い
る
、
と
見
る
の
が
妥
当
で
あ
り
、
さ

よ
う
な
見
方
は
、
と
り
も
な
お
さ
ず
⽝
保
則
伝
⽞
の
作
品
と
し
て
の
主
題
を
〝
悪

吏
⾊
の
描
写
か
ら
導
き
出
す
と
い
う
こ
と
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
も
ち
ろ
ん
⽝
保

則
伝
⽞
の
主
題
は
〝
悪
吏
⾊
の
み
に
留
ま
る
も
の
で
は
な
い
が
、
そ
の
一
つ
と

し
て
重
要
な
位
置
を
占
め
る
の
は
確
か
だ
ろ
う
。
今
述
べ
た
こ
と
が
、
本
稿
が

〝
悪
吏
⾊
に
注
目
す
る
問
題
意
識
な
の
で
あ
る
。

二
〝
悪
吏
⾊
の
具
体
相
①
─
強
権
的
な
恐
怖
政
治
─

い
さ
さ
か
前
置
き
が
長
く
な
っ
た
が
、
本
節
及
び
次
節
に
お
い
て
テ
キ
ス
ト

を
具
体
的
に
検
討
し
、〝
悪
吏
⾊
た
ち
の
姿
を
白
日
の
下
に
晒
そ
う
と
思
う
。
説

明
の
都
合
上
、
節
を
分
か
つ
こ
と
を
諒
と
さ
れ
た
い
。

①
備
中
国
司
⽛
朝
野
貞
吉
⽜

（
巻
首
闕
文
）
旱
、
田
畝
尽
荒
。
百
姓
飢
饉
、
□
□
相
望
。
群
盗
公
行
、
邑

里
空
虚
。
英●
（
⚗
）賀
・
哲
多
両
郡
、
在
二
山
谷
間
一
、
去
レ
府
稍
遠
。
郡
中
百

姓
、
或
劫
掠
相
殺
、
或
逋
レ
租
逃
散
。
境
内
丘
墟
、
無
レ
有
二
単
丁
一
。

前
守
朝
野
貞
吉
、
以
二
苛
酷
一
而
治
レ
之
。
郡
司
有
二
小
罪
一
者
、
皆
着
二

鉗
鈦
一
、人
民
犯
二
繊
毫
一
者
、捕
案
殺
レ
之
。
囚
徒
満
レ
獄
、仆
骸
塞
レ
路
。

（
続
群
書
類
従
・
65
～
66
頁
)

備
中
国
で
の
前
国
司
・
朝
野
貞
吉
を
め
ぐ
る
記
述
だ
が
、⽛
前
守
朝
野
貞
吉
、

…
…
⽜
よ
り
前
に
記
さ
れ
て
い
る
の
は
国
内
の
荒
廃
し
た
状
況
で
あ
り
、⽛
前
守

朝
野
貞
吉
、
…
…
⽜
以
降
の
記
述
が
そ
の
悪
政
を
語
る
部
分
で
あ
る
。
貞
吉
の

統
治
は
⽛
苛
酷
⽜
な
も
の
で
あ
っ
た
が
、
そ
れ
は
具
体
的
に
言
え
ば
、
郡
司
の

小
さ
な
罪
を
厳
し
く
断
罪
し
、
人
民
の
わ
ず
か
な
不
法
行
為
も
厳
し
く
取
り
調

べ
死
に
至
ら
し
め
る
と
い
う
恐ㅟ

怖ㅟ

政ㅟ

治ㅟ

に
ほ
か
な
ら
な
か
っ
た
。
特
に
、⽛
郡

司
は
小
さ
き
罪
有
ら
ば
、
皆
鉗
鈦
を
着
け
⽜
と
説
明
さ
れ
る
⽛
鉗
鈦
⽜
の
意
味

― 40 ―― 41 ―
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は
、⽝
思
想
大
系
⽞（⚘
）
が
既
に
指
摘
し
て
い
る
通
り
（
鉄
製
の
）〈
首
枷
と
足
枷
〉

で
あ
る
。
こ
れ
は
⽛
獄
令
⽜
流
徒
罪
条
に
、

・
凡
流
徒
罪
居
作
者
、
皆
着
二
鈦○

若
盤
枷
一
。

（
思
想
大
系
・
460
頁
)

と
記
さ
れ
る
ご
と
く
、
徒
罪
以
上
の
罪
を
犯
し
た
囚
人
に
課
さ
れ
る
刑
罰
（
労

役
）
の
た
め
の
道
具
。⽛
小
罪
⽜
と
の
不
相
応
さ
に
、
そ
の
苛
政
の
甚
だ
し
き
を

見
て
取
る
こ
と
は
容
易
で
あ
り
、か
く
の
ご
と
き
統
治
を
行
う
国
司
は
、〝
悪
吏
⾊

と
呼
ば
ね
ば
な
ら
な
い
。

前
述
の
通
り
、
こ
の
⽝
保
則
伝
⽞
に
は
漢
籍
─
主
と
し
て
儒
教
文
献
・
史

書
─
を
典
拠
と
し
た
潤
色
が
多
く
見
ら
れ
る
こ
と
が
既
に
先
学
に
よ
っ
て
指

摘
さ
れ
て
い
る
が
、
な
か
ん
ず
く
⽝
思
想
大
系
⽞
に
よ
る
注
釈
は
、⽝
保
則
伝
⽞

研
究
史
の
上
で
一
つ
の
到
達
点
を
示
す
も
の
と
言
っ
て
も
大
過
な
い
ほ
ど
、
該

博
な
も
の
で
あ
る
。
そ
の
指
摘
を
一
つ
一
つ
取
り
上
げ
る
わ
け
に
は
い
か
な
い

が
、
こ
こ
で
、
本
文
引
用
末
尾
の
⽛
仆
骸
⽜
に
関
し
て
、⽝
思
想
大
系
⽞
が
典
拠

と
し
て
指
摘
す
る
と
こ
ろ
に
耳
を
傾
け
て
み
た
い
。

○
仆
れ
し
骸
…

後
漢
書
、
酷
吏
伝
⽛
故
乃
積
骸
満
レ
穽
、
漂
血
十
里
⽜

（
補
注
)

右
に
掲
げ
た
箇
所
で
あ
る
が
、

・
故
臨
レ
民
之
職
、
専
事
二
威
断
一
、
族
二―
滅
姦
軌
一
、
先
行
後
聞
、
肆
レ
情
剛

烈
、
成
二
其
不
レ
撓
之
威
一
、
違
レ
衆
用
レ
己
、
表
二
其
難
レ
測
之
智
一
。
至
下

於
重
文
横
入
、
為
三
窮
怒
之
所
二
遷
及
一
者
上
、
亦
何
可
二
勝
言
一
。
故
乃

積
レ
骸
満
レ
穽
、
漂
レ
血
十
里
。
致
下
温
舒
有
二
虎
冠
之
吏
一
、
延
年
受
中
屠

伯
之
名
上
、
豈
虚
也
哉
。

（⽝
後
漢
書
⽞
酷
吏
伝
／
吉
川
忠
夫
訓
注
⽝
後
漢
書
⽞
⑨
・
58
頁
)

と
い
う
、⽝
後
漢
書
⽞
酷
吏
伝
の
冒
頭
部
で
あ
る
。
こ
の
冒
頭
部
は
酷
吏
個ㅟ

ㅟ々

の

事
績
を
記
す
に
先
立
っ
て
、
後
漢
と
い
う
王
朝
の
地
方
政
治
に
お
い
て
酷
吏
が

一
体
い
か
な
る
存
在
だ
っ
た
の
か
を
ま
ず
初
め
に
語
る
部
分
だ
。

〝
悪
吏
⾊
朝
野
貞
吉
を
め
ぐ
る
描
写
の
中
に
、
中
国
正
史
の
酷
吏
伝
に
よ
る
表

現
的
影
響
を
看
取
す
る
⽝
思
想
大
系
⽞
の
指
摘
は
、
正
鵠
を
射
た
も
の
だ
ろ
う
。

⽛
仆
骸
⽜
に
つ
い
て
、
前
掲
の
⽝
後
漢
書
⽞
酷
吏
伝
が
そ
の
典
拠
と
し
て
作
者
清

行
の
脳
裏
に
浮
か
ん
で
い
た
の
だ
ろ
う
と
い
う
こ
と
も
、
な
る
ほ
ど
頷
け
る
。

朝
野
貞
吉
に
よ
る
恐
怖
政
治
で
死
に
至
ら
し
め
ら
れ
た
者
た
ち
の
⽛
骸
⽜
が
、

⽛
仆
⽜
れ
た
状
態
で
道
に
充
ち
満
ち
て
い
る
様
子
を
描
い
て
い
る
の
だ
。

そ
の
⽝
後
漢
書
⽞
酷
吏
伝
だ
が
、
前
掲
の
冒
頭
部
は
い
わ
ば
総ㅟ

論ㅟ

で
あ
っ
て
、

そ
の
後
に
各
人
の
事
績
を
語
る
記
述
が
個
々
に
設
け
ら
れ
て
お
り
、
総ㅟ

論ㅟ

に
対

す
る
各ㅟ

論ㅟ

的
性
格
を
持
つ
。
以
下
に
そ
の
各ㅟ

論ㅟ

の
い
く
つ
か
を
取
り
上
げ
、

個
々
の
様
子
を
伺
っ
て
み
た
い
。

・
後
江
夏
有
二

劇
賊
夏
喜
等
一
寇
二―
乱
郡
境
一
、
以
レ
宣
為
二
江
夏
太
守
一
。

到
レ
界
移
レ
書
曰
、⽛
朝
廷
以
三
太
守
能
禽
二
姦
賊
一
、
故
辱
二
斯
任
一
。
今

勒
二
兵
界
首
一
。
檄
到
、
幸
思
二
自
安
之
宜
一
。⽜
喜
等
聞
、
懼
即
時
降
散
。

（
同
酷
吏
董
宣
伝
／
同
⑨
・
61
頁
)

・
徴
拝
二
洛
陽
令
一
。
下
車
、
先
問
二
大
姓
主
名
一
。
吏
数
二
閭
里
豪
強
一
以

対
。
紆
厲
レ
声
怒
曰
、⽛
本
問
三
貴
戚
若
二
馬
・
竇
等
輩
一
。
豈
能
知
二
此
売

菜
傭
乎
一
。⽜
於
レ
是
部
吏
望
二
風
旨
一
、
争
以
二
激
切
一
為
レ
事
。
貴
戚
跼

蹐
、
京
師
粛
清
。

（
同
酷
吏
周
紆
伝
／
同
⑨
・
73
頁
)

・
朝
廷
挙
レ
能
、
遷
二
蜀
郡
太
守
一
。
先
太
守
李
根
年
老
多
二
悖
政
一
、
百
姓

侵
冤
。
及
二
昌
到
一
、
吏
人
訟
者
七
百
余
人
、
悉
為
断
理
、
莫
レ
不
レ
得
レ
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所
。
密
捕
二

盗
帥
一
人
一
、
脅
使
レ
條
二

諸
県
強
暴
之
人
姓
名
・
居

処
一
、
乃
分
遣
掩
討
、
無
レ
有
二
遺
脱
一
。
宿
悪
大
姦
、
皆
奔
二―
走
他
境
一
。

（
同
酷
吏
黄
昌
伝
／
同
⑨
・
77
頁
)

容
易
に
見
て
取
れ
よ
う
が
、
右
に
引
用
し
た
酷
吏
た
ち
は
、
盗
賊
を
撃
退
し

た
り
、
部
内
の
粛
清
に
成
功
し
た
り
と
、
そ
の
恐
怖
政
治
に
よ
っ
て
何
ら
か
の

功
を
上
げ
得
て
い
る
。
す
な
わ
ち
彼
ら
は
、
強
権
的
な
支
配
を
代
価
と
し
て
、

治
安
維
持
に
（
一
定
程
度
）
成
功
す
る
地
方
官
な
の
だ
。

と
こ
ろ
で
、
さ
る
強
権
的
な
酷
吏
像
は
、
我
が
国
に
お
い
て
も
、⽝
律
令
⽞
に

下
支
え
さ
れ
た
も
の
で
は
な
か
っ
た
だ
ろ
う
か
。
袴
田
光
康
氏
は
、
六
国
史
の

⽛
良
吏
伝
⽜
に
つ
い
て
精
緻
な
分
析
を
行
い
、⽛
考
課
令
⽜
国
司
之
最
条
・
国
郡

司
条
に
示
さ
れ
る
⽛
粛
清
所
部
⽜・⽛
強
済
諸
事
⽜
と
い
う
、
国
司
に
求
め
ら
れ

る
功
績
を
確
認
し
た
上
で
、
以
下
の
ご
と
く
述
べ
る
。

儒
教
的
良
吏
像
と
は
別
に
、
律
令
的
規
範
性
に
基
づ
い
た
実
践
的
良
吏
像

が
、⽛
良
吏
伝
⽜
に
は
反
映
さ
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
…
…

（
中
略
）。
毅
然
と
し
た
強
い
態
度
で
民
衆
を
導
き
、
実
益
を
上
げ
る
こ
と

で
民
衆
の
⽛
悦
服
⽜
を
勝
ち
得
た
首
名
（
引
用
者
注
、
奈
良
時
代
の
官
吏
・

道
首
名
が
、⽛
勘
当
⽜
を
加
え
る
な
ど
の
強
権
的
手
法
に
よ
っ
て
地
方
支
配

を
行
っ
た
こ
と
）
は
、
ま
さ
に
⽛
強
済
⽜⽛
粛
清
⽜
と
い
う
律
令
の
思
想
を

体
現
し
た
良
吏
と
し
て
描
か
れ
て
い
る
わ
け
で
あ
る
。
考
課
令
の
⽛
撫
で

養
ふ
こ
と
⽜
が
、
徳
治
主
義
に
基
づ
き
な
が
ら
も
実
際
に
は
律
令
国
家
の

要
請
に
従
順
な
良
民
を
育
成
す
る
こ
と
で
あ
っ
た
以
上
、
律
令
的
規
範
性

に
応
え
る
た
め
に
、
良
吏
は
時
に
武
断
的
側
面
も
持
つ
こ
と
に
な
る（
⚙
）。

氏
は
、
奈
良
か
ら
平
安
前
期
に
現
れ
る
〝
良
吏
⾊
の
分
析
を
通
し
て
、
そ
の

範
型
を
⽛
儒
教
的
良
吏
像
⽜
と
⽛
実
践
的
良
吏
像
⽜
と
に
大
別
し
、
さ
ら
に
後

者
に
つ
い
て
、⽛
こ
の
律
令
的
実
績
主
義
は
、
国
益
と
私
欲
の
間
で
良
吏
も
酷
吏

も
紙
一
重
で
あ
り
、
そ
の
危
う
い
バ
ラ
ン
ス
を
失
う
と
、
忽
ち
酷
吏
と
し
て
愁

訴
さ
れ
て
し
ま
う
こ
と
を
意
味
し
た
⽜
と
評
価
す
る
。

か
よ
う
に
考
え
て
み
れ
ば
、
先
程
⽝
後
漢
書
⽞
か
ら
挙
列
し
た
酷
吏
と
袴
田

氏
の
言
う
⽛
実
践
的
（
律
令
的
）⽜
な
官
吏
と
は
、
強
権
的
支
配
に
よ
っ
て
功
を

上
げ
得
る
存
在
で
あ
っ
た
点
に
お
い
て
、
同
根
の
存
在
だ
と
言
え
は
し
な
い
だ

ろ
う
か
。
こ
の
点
は
、
石
母
田
正
氏
が
、

律
令
と
い
う
法
典
自
体
が
、
儒
家
の
原
理
か
ら
は
生
れ
ず
、
法
家
の
国
家

論
を
土
台
に
し
て
い
る
こ
と
、
奈
良
時
代
の
詔
勅
に
⽝
管
子
⽞
の
思
想
の

影
響
が
み
ら
れ
る
こ
と
も
想
起
す
べ
き
で
あ
ろ
う
（
律
令
制
国
家
の
政
策

の
基
礎
に
あ
る
論
理
や
思
想
を
、
単
純
に
儒
家
思
想
と
み
な
し
て
き
た
従

来
の
見
解
は
再
検
討
す
べ
き
で
あ
る
）。

と
早
く
も
看
破
し
て
い
る（
10
）
通
り
、
そ
も
そ
も
⽝
律
令
⽞
と
い
う
も
の
が
根
本

に
法
家
的
性
格
を
抱
え
て
い
た
こ
と
に
も
関
わ
っ
て
く
る
。

話
を
⽝
保
則
伝
⽞
に
戻
そ
う
。
か
よ
う
な
⽝
後
漢
書
⽞
の
酷
吏
や
⽝
律
令
⽞

の
示
す
⽛
実
践
的
⽜
官
吏
に
比
し
て
、
朝
野
貞
吉
は
と
言
え
ば
、⽛
群
盗
公
行
⽜

と
記
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
を
見
て
も
、
残
念
な
が
ら
国
内
の
治
安
維
持
に
成
功

し
た
感
は
全
く
と
言
っ
て
良
い
ほ
ど
見
受
け
ら
れ
な
い
。
そ
の
点
に
お
い
て
、

彼
の
強
権
的
か
つ
法
治
主
義
的
な
支
配
は
完
全
な
失
敗
を
呈
し
て
い
る
と
言
わ

ざ
る
を
得
な
い
。
儒
教
的
な
徳
治
も
行
わ
れ
ず
、
律
令
的
な
法
治
も
為
し
得
な

い
、
そ
う
し
た
備
中
国
の
実
情
を
清
行
は
描
き
出
し
て
い
る
の
だ
。

― 42 ―― 43 ―

河
野
⽝
藤
原
保
則
伝
⽞
覚
書



三
〝
悪
吏
⾊
の
具
体
相
②
─
強
欲
な
収
奪
者
─

前
節
に
引
き
続
き
、
本
節
で
も
〝
悪
吏
⾊
の
具
体
相
を
検
討
す
る
。
そ
の
二

人
目
だ
が
、
記
述
が
三
箇
所
に
分
散
し
て
い
る
た
め
、
便
宜
的
に
ａ
・
ｂ
・

ｃ
と
ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
を
付
し
た
。

②
秋
田
城
司
⽛
良
岑
近
⽜

ａ
公
曰
、⽛
蝦
夷
内
附
以
来
、
欲
二
漸
二
百
年
一
。
畏
二―
服
朝
威
一
、
無
レ
有
二

寇
逆
一
。
如
レ
聞
、
秋
田
城
司
良
岑
近
者

〔
マ
ゝ
〕

、
聚
斂
無
レ
厭
、
徴
求
万
端
。

故
畳
レ
怨
積
レ
怒
、
致
二
叛
逆
一
。
…
…
（
後
略
）。⽜（

続
群
書
類
従
・
68
頁
)

ｂ
於
レ
是
夷
虜
叩
頭
拝
謝
云
、⽛
異
時
秋
田
城
司
、
貪
欲
暴
横
、
谿
壑
難
レ

塡
。
若
毫が

う

毛も
う
モ

不
レ
協
二
其
求
一
者
、
楚
毒
立
施
。
故
不
レ
堪
二
苛
政
一
、
遂

作
二
叛
逆
一
。
…
…
（
中
略
）。⽜

（
同
・
69
頁
)

ｃ
良
岑
近
者

〔
マ
ゝ
〕

、
貪た

ん

叨た
う

賊
穢
、
致
二
此
寇
乱
一
。
而●
（
11
）
亦
無
二
懲
悪
之
典
一
。

（
同
・
70
頁
)

各
々
の
記
述
を
確
認
す
る
前
に
、
秋
田
城
司
・
良
岑
近
と
い
う
人
物
に
関
し

て
少
し
触
れ
て
お
く
が
、
そ
の
名
前
は
現
存
す
る
ど
の
文
献
・
史
料
に
も
見
出

す
こ
と
が
出
来
な
い
。
加
え
て
、
群
書
類
従
本
に
は
⽛
良
峯
近
者

〔
マ
ゝ
〕

⽜
と
い
う
傍

記
を
付
さ
れ
た
本
文
が
伝
え
ら
れ
て
お
り
、
高
橋
富
雄
氏
が
夙
に
指
摘
す
る（
12
）

ご
と
く
、
意
図
的
に
良
峯
氏
の
系
図
か
ら
削
除
さ
れ
た
可
能
性
も
、
あ
る
い
は

何
ら
か
の
本
文
的
問
題
を
抱
え
て
い
る
可
能
性
も
、
い
ず
れ
も
否
み
が
た
い
。

ひ
と
ま
ず
、
本
稿
に
お
い
て
疑ㅟ

惑ㅟ

のㅟ

⽛
者
⽜
は
、
主
題
提
示
の
係
助
詞
⽛
は
⽜

と
訓
む
も
の
と
見
な
し
、
良
峯
近
と
い
う
名
の
秋
田
城
司
の
存
在
を
想
定
し
て

議
論
を
進
め
た
い
。

ａ
で
、
良
峯
近
は
⽛
聚
斂
す
る
に
厭
ふ
こ
と
無
く
、
徴
求
す
る
に
万
端
な

り
⽜
と
い
う
統
治
を
行
っ
た
が
た
め
に
、
民
の
怨
み
と
怒
り
を
買
い
、
元
慶
の

乱
を
起
こ
さ
し
め
る
に
至
っ
た
と
明
か
さ
れ
る
。
中
で
も
⽛
聚
斂
⽜
と
い
う
表

現
だ
が
、⽝
思
想
大
系
⽞
は
以
下
の
よ
う
に
解
し
、
そ
の
典
拠
に
言
及
す
る
。

○
聚
め
斂
む
る

重
税
を
徴
収
す
る
。

（
頭
注
)

○
聚
め
斂
む
る

論
語
、
先
進
⽛
季
氏
富
二
於
周
公
一
。
而
求
也
為
レ
之
聚
斂

而
附
二
益
之
一
⽜〈
孔
安
国
注
、
冉
求
為
二
季
氏
宰
一
、
為
レ
之
急
二
賦
税
一

也
〉。⽜

（
補
注
)

⽝
思
想
大
系
⽞
が
典
拠
と
し
て
挙
げ
て
い
る
⽝
論
語
⽞
先
進
篇
に
つ
い
て
、
そ

の
注
・
疏
ま
で
含
め
、
改
め
て
以
下
に
引
こ
う
。

・
経
季
氏
富
二
於
周
公
一
。
而
求
也
為
レ
之
聚○

斂○

而
附
二―
益
之
一
。
注
孔

曰
、
冉
求
為
二
季
氏
宰
一
、
為
レ
之
急
二
賦
税
一
。
経
子
曰
、⽛
非
二
吾
徒
一

也
。
小
子
鳴
レ
鼓
而
攻
レ
之
可
也
。⽜
疏
正
義
曰
、
此
章
夫
子
責
三
冉
求

重
二
賦
税
一
也
。
…
…
（
中
略
）。【
而
求
也
為
レ
之
聚○

斂○

而
附
二―
益
之
一
】

者
、
時
冉
求
為
二
季
氏
家
宰
一
、
又
為
レ
之
急
二
賦
税
一
、
聚○

二―
斂○

財
物
一
而

陪
附
助
レ
益
二
季
氏
一
也
。

（⽝
論
語
⽞
先
進
／
⽝
重
栞
宋
本
十
三
経
注
疏
附
校
勘
記
⽞（13
）・
98
頁
)

孔
子
の
弟
子
・
冉
求
が
⽛
聚
斂
⽜
し
て
い
る
こ
と
へ
の
批
判
だ
が
、⽝
十
三
経

注
疏
⽞
に
載
せ
る
孔
安
国
注
や
邢
昺
疏
に
よ
っ
て
、⽛
賦
税
を
急
に
す
⽜⽛
賦
税

を
重
く
す
⽜
る
こ
と
が
即
ち
⽛
聚
斂
⽜
で
あ
る
と
難
な
く
理
解
で
き
よ
う
。

ま
た
、
日
本
の
例
で
は
、

・
近
得
二
飛
語
一
云
、⽛
彼
吏
、
或
撃
レ
目
閉
レ
口
、
似
二
避
レ
時
之
人
一
。
或
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忘
レ
恥
貪
レ
財
、
為
二
聚○

斂○

之
吏
一
。
府
司
国
宰
、
莫
レ
不
二
悲
傷
一
。
若

如
レ
此
不
レ
変
、
恐
噛
レ
斉
不
レ
及
⽜。

（⽝
日
本
文
徳
天
皇
実
録
⽞
仁
寿
二
年
二
月
八
日
／
国
史
大
系
・
37
頁
)

が
求
め
得
る
が
、
よ
り
直
接
的
で
、
分
か
り
や
す
か
ろ
う
。⽛
恥
を
忘
れ
財
を

貪
⽜
っ
て
⽛
聚
斂
の
吏
と
為
る
⽜
の
で
あ
り
、
と
ど
の
つ
ま
り
、
そ
れ
は
徴
税

に
腐
心
す
る
役
人
の
姿
だ
。

ｂ
に
お
い
て
も
良
峯
近
の
際
限
な
い
強
欲
さ
と
悪
辣
さ
が
描
か
れ
て
い
る

が
、
と
り
わ
け
語
句
・
表
現
レ
ベ
ル
で
検
討
す
べ
き
も
の
は
な
い
か
ら
、
ｃ
に

移
る
。
良
峯
近
は
⽛
貪
叨
賊
穢
に
し
て
⽜
こ
の
元
慶
の
乱
を
引
き
起
こ
し
た
に

も
関
わ
ら
ず
、
何
ら
の
裁
き
も
受
け
な
か
っ
た
の
だ
と
語
ら
れ
る
の
だ
が
、
そ

の
⽛
貪
叨
⽜
に
つ
い
て
、⽝
思
想
大
系
⽞
の
、

○
貪
叨

貪
欲
。
む
さ
ぼ
る
。

（
頭
注
）

と
い
う
理
解
は
的
確
だ
と
思
わ
れ
る
し
、
そ
の
典
拠
と
し
て
、

・
(孫
氏
ノ
）
冒
レ
名
而
為
二
侍
中
・
ᷭ
・
校
尉
・
郡
守
・
長
吏
一
者
十
余
人
、

皆
貪○

叨○

凶
淫
。
各
遣
二
私
客
一
籍
二
属
県
富
人
一
、
被
以
二
他
罪
一
、
閉
レ
獄

掠
拷
、
使
二
出
レ
錢
自
贖
一
、
貲
物
少
者
至
二
於
死
徙
一
。

（⽝
後
漢
書
⽞
梁
冀
伝
／
吉
川
忠
夫
訓
注
⽝
後
漢
書
⽞
⑤
・
167
頁
)

を
補
注
に
掲
げ
て
い
る
の
も
、
肯
う
べ
き
判
断
だ
と
思
わ
れ
る
。
そ
の
他
も
別

段
異
議
を
差
し
挟
む
余
地
は
な
い
が
、⽛
貪
叨
⽜の
類
例
と
し
て
、⽛
貪た

ん

饕た
う

⽜（⽛
饕
⽜

も
〈
む
さ
ぼ
る
〉
の
意
）
の
例
を
一
つ
取
り
出
し
て
み
よ
う
。

・
天
下
吏
以
レ
不
レ
得
二
奉
禄
一
、
並
為
二
姦
利
一
、
郡
尹
県
宰
家
累
二
千

金
一
。
莽
下
レ
詔
曰
、⽛
詳
考
、
始
建
国
二
年
胡
虜
猾
レ
夏
以
來
、

諸
軍
吏
及
縁
辺
吏
大
夫
以
上
為
二
姦
利
一
増
レ
産
致
レ
富
者
、
収
二
其
家

所
レ
有
財
産
五
分
之
四
一
、
以
助
二
辺
急
一
。⽜
公
府
士
馳
伝
二
天
下
一
、
考
二―

覆
貪●

饕●

一
、
開
吏
告
二
其
将
一
、
奴
婢
告
二
其
主
一
、
幾
以
禁
レ
姦
、
姦
愈
甚
。

（⽝
漢
書
⽞
王
莽
伝
下
／
和
刻
本
正
史
②
・
1036
頁
）

こ
れ
も
ま
た
、
私
利
私
欲
を
満
た
す
た
め
に
収
奪
に
及
ぶ
役
人
の
様
が
よ
く

示
さ
れ
た
叙
述
で
あ
り
、
さ
よ
う
な
役
人
の
財
産
を
徴
収
す
る
こ
と
で
辺
境
の

危
機
を
救
わ
ん
と
す
る
。
さ
る
文
脈
に
お
い
て
、⽛
貪
饕
⽜
な
者
達
を
⽛
考
覆
⽜

す
る
〈
考
え
調
べ
る
〉
と
言
っ
て
い
る
の
だ
。

以
上
、
反
乱
を
起
こ
さ
し
め
る
ほ
ど
の
良
峯
近
に
よ
る
苛
酷
な
徴
税
・
収
奪

の
実
態
が
あ
り
あ
り
と
浮
か
び
上
が
っ
て
く
る
が
、
そ
の
苛
酷
さ
の
目
的
は
、

私
利
私
欲
を
満
た
さ
ん
と
す
る
た
め
に
他
な
ら
な
い
だ
ろ
う
。

そ
し
て
、
次
に
掲
げ
る
③
が
最
後
の
〝
悪
吏
⾊
と
な
る
。

③
出
羽
国
（
姓
名
不
詳
）

此
国
、
民
・
夷
雑
居
、
田
地
膏
腴
。
土
産
所
レ
出
、
珍
貨
多
端
。
豪
吏
幷

兼
、
無
レ
有
二
紀
極
一
。
私
増
二
租
税
一
、
恣
加
二
徭
賦
一
。
又
権
門
子
年
来

求
二
善
馬
・
良
鷹
一
者
、
猥
聚
如
レ
雲
。
辺
民
愚
朴
、
無
レ
知
二
告
訴
一
、
唯

随
二
其
求
一
、
不
レ
言
二
煩
費
一
。

（
続
群
書
類
従
・
69
頁
)

出
羽
国
の
⽛
豪
吏
⽜
と
し
か
書
か
れ
て
お
ら
ず
、
そ
の
名
前
を
知
る
こ
と
は

出
来
な
い
。
だ
が
、
姓
名
こ
そ
不
詳
な
が
ら
も
、⽛
土
産
の
出
づ
る
所
、
珍
貨
他

端
な
り
⽜
と
い
う
出
羽
国
の
特
色
が
あ
り
、
そ
れ
を
⽛
豪
吏
⽜
が
⽛
幷
兼
⽜
し

て⽛
紀
極
有
る
こ
と
無
し
⽜と
い
う
実
情
が
明
確
に
示
さ
れ
て
い
る
。
力
を
持
っ

た
富
裕
な
役
人
が
、
留
ま
る
こ
と
な
く
⽛
幷
兼
⽜
し
た
こ
と
が
窺
え
る
が
、
そ

れ
は
一
体
い
か
な
る
振
る
舞
い
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
か（
14
）。

・
時
国
王
驕
奢
、不
レ
遵
二
法
度
一
、又
多
二
豪
右
幷○

兼○

之
家
一
。
注
漢
書
曰
、
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魏
郡
豪
右
李
竟
。
文
類
曰
、
有
二
権
勢
一
豪
右
大
家
也
。
漢
書
曰
、
禁
二
兼

幷
之
塗
一
。
李
奇
曰
、
謂
⽛
大
家
役
二
小
民
一
、
富
者
兼
役
二
貧
民
一
⽜
也
。

（⽝
文
選
⽞
張
衡
⽛
四
愁
詩
四
首
⽜
序
／
⽝
文
選

附
考
異
⽞（15
）・
422
頁
)

・
師
丹
輔
レ
政
建
言
、⽛
古
之
聖
王
莫
レ
不
レ
設
二
井
田
一
、
然
後
治
廼
可
レ
平
。

…
…
（
中
略
）。
民
始
充
実
。
未
レ
有
二
幷○

兼○

之
害
一
、
故
不
下
為
二
民
田
及

奴
婢
一
為
上
レ
限
。
今
累
世
承
レ
平
、
豪
富
吏
民
訾
数
二
鉅
万
一
、
而
貧
弱
兪

困
。
…
…
（
後
略
）。⽜
（⽝
漢
書
⽞
食
貨
志
上
／
和
刻
本
正
史
①
・
281
頁
)

一
つ
目
に
挙
げ
た
の
は
、⽝
文
選
⽞⽛
四
愁
詩
四
首
⽜
の
序
文
。⽛
豪
右
幷
兼
の

家
⽜
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
は
、
続
い
て
記
し
た
李
善
注
を
見
れ
ば
明
ら
か
だ
が
、

大
き
な
家
が
小
さ
き
民
を
、
ま
た
富
め
る
者
が
貧
し
い
民
を
労
働
に
従
事
せ
し

め
、
本
来
的
に
は
彼
ら
の
取
り
分
と
な
る
べ
き
富
を
も
収
奪
し
な
が
ら
、
ま
す

ま
す
自
身
の
富
を
拡
大
し
て
い
る
実
態
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
二
つ
目
の⽝
漢
書
⽞

食
貨
志
上
の
例
も
、
民
田
・
奴
婢
の
制
限
が
設
け
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
理
由
が

⽛
未
だ
幷
兼
の
害
有
ら
ず
し
て
⽜
だ
と
い
う
。
つ
ま
り
、
民
田
や
奴
婢
を
無
制
限

に
使
役
で
き
る
こ
と
と
、⽛
幷
兼
の
害
⽜
が
発
生
す
る
こ
と
と
は
相
即
す
る
問
題

な
の
だ
ろ
う
。
こ
れ
も
、
富
裕
・
強
大
な
者
が
弱
く
貧
し
い
者
を
使
っ
て
そ
の

経
済
力
を
一
層
強
め
る
様
を
示
す
語
が
⽛
幷
兼
⽜
で
あ
る
こ
と
を
裏
付
け
る
例

と
言
え
る
。

か
く
し
て
、
姓
名
不
詳
で
は
あ
る
が
、
出
羽
国
の
⽛
豪
吏
⽜
た
ち
の
輪
郭
を

い
く
ば
く
か
浮
か
び
上
が
ら
せ
る
こ
と
が
出
来
た
だ
ろ
う
。
彼
（
ら
）
も
先
程

の
②
良
峯
近
と
同
様
に
、
私
利
私
欲
を
満
た
そ
う
と
し
て
百
姓
か
ら
収
奪
・
搾

取
す
る
こ
と
に
飽
か
な
い
、
欲
深
い
官
吏
な
の
だ
。

こ
こ
で
、
か
よ
う
に
強
欲
・
貪
欲
な
官
吏
を
問
題
に
す
る
時
、
我
々
は
以
下

の
ご
と
き
人
物
を
直
ち
に
想
起
す
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

・
守
ノ
答
フ
ル
様
、⽛
…
…
（
中
略
）。
其
ノ
木
ニ
平
茸
ノ
多
ク
生
タ
リ
ツ

レ
バ
、
難
見
棄
ク
テ
、
先
ヅ
手
ノ
及
ビ
ツ
ル
限
リ
取
テ
、
旅
籠
ニ
入
レ
テ

上
ツ
ル
也
。
未
ダ
残
ヤ
有
ツ
ラ
ム
。
云
ハ
ム
方
無
ク
多
カ
リ
ツ
ル
物
カ

ナ
。
極い

み
じ

キ
損
ヲ
取
ツ
ル
物
カ
ナ
。
極
キ
損
ヲ
取
ツ
ル
心
地
コ
ソ
ス
レ
⽜

ト
云
ヘ
バ
、
…
…
（
中
略
）。
守
、⽛
僻
事
ナ
不
云
ソ
、
汝
等
ヨ
。
宝
ノ
山

ニ
入
テ
、
手
ヲ
空
ク
シ
テ
返
タ
ラ
ム
心
地
ゾ
ス
ル
。⽝
受
領
ハ
倒
ル
所
ニ

土
ヲ
爴
メ
⽞
ト
コ
ソ
云
ヘ
⽜
ト
云
ヘ
バ
、
…
…
（
後
略
）。

（⽝
今
昔
物
語
集
⽞
本
朝
世
俗
⽛
信
濃
守
藤
原
陳
忠
、
落
入
御
坂
語
⽜
／
新

大
系
⑤
・
272
頁
)

・
人
の
国
に
あ
り
し
と
き
は
、
も
の
も
食
は
せ
ず
、
衣
も
着
ぬ
人
を
使
ひ

て
、
…
…
（
中
略
）。
私
物
数
多
く
貯
ふ
。
大
き
な
る
蔵
は
一
国
治
む
る
ほ

ど
に
財
を
積
み
て
、
…
…
（
中
略
）、
絹
ぐ
ら
に
あ
る
徳
町
と
い
ふ
市
女
の

富
め
る
あ
り
、
そ
れ
を
召
し
取
り
て
、
北
の
方
に
し
た
ま
ふ
。

（⽝
う
つ
ほ
物
語
⽞
藤
原
の
君
巻
／
新
編
全
集
①
・
163
～
165
頁
)

右
に
掲
げ
た
の
は
、
い
ず
れ
も
よ
く
知
ら
れ
た
記
述
だ
ろ
う
。
谷
底
に
転
落

す
る
と
い
う
生
命
の
危
機
に
瀕
し
な
が
ら
⽛
平
茸
⽜
を
取
り
残
し
た
こ
と
へ
の

後
悔
を
滔
々
と
述
べ
る
藤
原
陳
忠
も
、
配
偶
者
に
お
い
て
さ
え
⽛
富
め
る
⽜
女

を
選
ぶ
と
い
う
徹
底
し
た
蓄
財
へ
の
執
着
を
見
せ
る
三
春
高
基
も
、
拝
金
主
義

と
言
う
よ
り
ほ
か
な
い
性
格
の
存
在
で
あ
り
、
も
は
や
滑
稽
で
す
ら
あ
る
。

半
ば
常
識
的
な
こ
と
で
、
今
更
改
め
て
説
明
す
る
必
要
も
無
か
ろ
う
が
、
か

く
の
ご
と
き
国
司
は
、
一
〇
世
紀
前
半
に
誕
生
し
た
⽛
受
領
⽜
と
い
う
新
し
い

階
層
で
あ
っ
た（
16
）。
彼
ら
⽛
受
領
⽜
は
経
済
力
を
有
す
る
存
在
と
し
て
、
官
人
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社
会
に
お
い
て
羨
望
の
対
象
と
な
っ
て
ゆ
く
。

・
こ
の
国
守
の
北
の
方
も
詣
で
た
り
け
り
。
い
か
め
し
く
勢
ひ
た
る
を
う
ら

や
み
て
、
こ
の
三
条
が
言
ふ
や
う
、⽛
大
悲
者
に
は
、
他
事
も
申
さ
じ
。
あ

が
姫
君
、
大
弐
の
北
の
方
な
ら
ず
は
、
当
国
の
受
領
の
北
の
方
に
な
し

た
て
ま
つ
ら
む
。
三
条
ら
も
、
随
分
に
さ
か
え
て
返
申
し
は
仕
う
ま
つ
ら

む
⽜
と
額
に
手
を
当
て
て
念
じ
入
り
て
を
り
。

（⽝
源
氏
物
語
⽞
玉
鬘
巻
／
新
編
全
集
③
・
111
頁
)

む
ま
ご
の
、
を
う
な
に
て
む
ま
れ
た
る
を
き
き
て

・
き
さ
き
が
ね
も
し
し
か
ら
ず
は
よ
き
く
に
の
わ
か
き
受
り
や
う
の
妻
が

ね
な
ら
し

（⽝
為
頼
集
⽞
─
四
〇
／
私
家
集
全
釈
叢
書
・
168
頁
)

挙
例
し
た
一
つ
目
は
、
初
瀬
（
長
谷
寺
）
詣
で
の
場
面
。
侍
女
の
三
条
は
、

⽛
い
か
め
し
く
勢
ひ
た
る
⽜
存
在
で
あ
る
⽛
大
弐
⽜
や
⽛
受
領
⽜
の
正
妻
と
な
る

こ
と
が
、
玉
鬘
に
と
っ
て
の
幸
福
だ
と
信
じ
、
そ
れ
を
仏
に
念
じ
る
の
だ
。
二

例
目
の
⽝
為
頼
集
⽞
四
〇
番
歌
も
、⽛
受
領
⽜
が
羨
望
の
対
象
た
る
点
に
お
い
て

同
断
。⽝
全
釈
⽞
の
指
摘（
17
）
通
り
、
孫
娘
の
誕
生
に
際
し
、
当
時
の
受
領
が
富

裕
な
存
在
で
あ
る
こ
と
を
踏
ま
え
、豊
か
な
国
の
若
い
受
領
と
の
結
婚
─
⽛
后

が
ね
⽜
に
な
る
よ
り
現
実
的
な
、
手
の
届
く
範
囲
の
幸
福
で
あ
る
─
を
願
う

祖
父
為
頼
の
姿
が
素
直
に
表
現
さ
れ
た
歌
と
見
る
べ
き
だ
ろ
う
。

そ
の
一
方
で
、
心
な
ら
ず
も
そ
の
羨
望
が
満
た
さ
れ
な
い
場
合
は
、

・
除
目
に
司
得
ぬ
人
の
家
。
…
…
（
中
略
）。
物
聞
き
に
夜
よ
り
寒
が
り
わ

な
な
き
を
り
け
る
下
衆
男
、
い
と
物
憂
げ
に
歩
み
来
る
を
、
見
る
者
ど
も

は
え
問
ひ
だ
に
も
問
は
ず
。
外
よ
り
来
た
る
者
な
ど
ぞ
、⽛
殿
は
何
に
か

な
ら
せ
た
ま
ひ
た
る
⽜
な
ど
問
ふ
に
、
い
ら
へ
に
は
、⽛
何
の
前
司
に
こ
そ

は
⽜
な
ど
ぞ
、
か
な
ら
ず
い
ら
ふ
る
。
ま
こ
と
に
た
の
み
け
る
者
は
、
い

と
嘆
か
し
と
思
へ
り
。

（⽝
枕
草
子
⽞⽛
す
さ
ま
じ
き
も
の
⽜
の
段
／
新
編
全
集
・
60
～
61
頁
)

と
記
さ
れ
る
ご
と
く
、
そ
の
落
胆
も
甚
だ
し
い
も
の
で
あ
っ
た
。
右
に
掲
げ
た

段
は
、
現
在
刊
行
さ
れ
て
い
る
高
等
学
校
⽛
古
典
B
⽜
の
多
く
の
教
科
書
に
も

採
録
さ
れ
て
い
る（
18
）
ほ
ど
よ
く
知
ら
れ
た
文
章
で
あ
り
、
も
は
や
贅
言
の
要

は
な
い
と
思
う
。
平
安
中
期
の
官
人
社
会
の
一
側
面
を
鋭
く
切
り
取
っ
た
描
写

で
あ
ろ
う
が
、
当
時
の
官
人
社
会
に
蔓
延
し
て
い
た
か
よ
う
な
思
潮
を
⽛
官
職

を
収
入
源
と
し
か
み
な
い
⽜
も
の
と
評
価
し
た
阿
部
猛
氏
の
指
摘（
19
）
は
、
尤
も

だ
と
言
わ
ね
ば
な
る
ま
い
。

以
上
、
特
に
文
学
の
世
界
で
は
富
裕
さ
・
貪
欲
さ
の
象
徴
と
し
て
描
か
れ
る

⽛
受
領
⽜
に
つ
い
て
説
明
し
て
き
た
が
、
縷
々
説
明
を
重
ね
て
き
た
と
こ
ろ
に
一

体
何
が
指
摘
で
き
る
の
か
、
も
は
や
明
白
だ
ろ
う
。
良
峯
近
も
⽛
豪
吏
⽜
も
、

私
利
私
欲
を
満
た
さ
ん
が
た
め
に
苛
酷
な
徴
税
・
収
奪
・
搾
取
を
行
う
強
欲
な

地
方
官
で
あ
り
、
さ
よ
う
な
⽝
保
則
伝
⽞
の
強
欲
な
〝
悪
吏
⾊
と
⽛
受
領
⽜
と

の
類
似
性
こ
そ
が
、
稿
者
が
指
摘
し
た
い
事
柄
な
の
だ
。
も
ち
ろ
ん
、⽝
源
氏
物

語
⽞
の
明
石
入
道
（
若
紫
巻
）
や
⽝
う
つ
ほ
物
語
⽞
の
神
奈
備
種
松
（
吹
上
上

巻
）
の
ご
と
く
、
豪
邸
を
建
て
た
な
ど
と
い
う
記
述
こ
そ
見
ら
れ
な
い
。
だ
が
、

そ
の
強
欲
さ
と
い
う
一
点
に
お
い
て
、
や
は
り
両
者
は
軌
を
一
に
す
る
も
の
と

言
う
べ
き
だ
ろ
う
。
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四

国
司
の
属
人
性
の
問
題

こ
こ
ま
で
、⽝
保
則
伝
⽞
に
描
か
れ
る
〝
悪
吏
⾊
の
記
述
を
冗
長
な
ま
で
に
読

み
込
ん
で
き
た
が
、
ひ
と
た
び
〝
良
吏
⾊
保
則
か
ら
視
点
を
転
じ
て
み
れ
ば
、

少
し
の
罪
を
も
許
さ
ぬ
恐
怖
政
治
を
施
す
者
や
、
憚
る
こ
と
な
く
収
奪
に
勤
し

む
貪
欲
・
強
欲
な
者
な
ど
、〝
悪
吏
⾊
と
し
か
言
い
よ
う
が
な
い
前
任
者
た
ち
の

姿
も
同
時
に
描
か
れ
て
い
る
事
実
に
気
付
か
さ
れ
る
は
ず
だ
。
た
だ
し
、
前
者

と
後
者
と
で
は
、
役ㅟ

人ㅟ

とㅟ

しㅟ

てㅟ

のㅟ

類ㅟ

型ㅟ

と
い
う
点
に
お
い
て
、
次
元
が
違
う
と

言
う
べ
き
だ
ろ
う
。
と
い
う
の
も
、
高
所
大
所
か
ら
見
れ
ば
同
じ
悪
政
で
は
あ

る
も
の
の
、
苛
政
・
苛
烈
と
貪
欲
・
強
欲
と
は
、
必
ず
し
も
一
致
す
る
と
は
限

ら
な
い
、
別
の
要
素
だ
か
ら
だ
。
前
々
節
と
前
節
に
お
い
て
、〝
悪
吏
⾊
た
ち
を

二
つ
の
類
型
に
大
別
し
た
上
で
検
討
を
行
っ
た
の
は
そ
の
た
め
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
、
強
権
的
な
場
合
に
せ
よ
、
飽
く
な
き
収
奪
に
及
ぶ
場
合
に
せ
よ
、

さ
よ
う
な
〝
悪
吏
⾊
の
背
景
に
は
、
九
世
紀
末
頃
に
端
を
発
し
た
、
国
司
を
め

ぐ
る
社
会
変
動
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
以
下
、
少
し
長
く
な
る
が
森
田
悌
氏

の
指
摘
を
仰
ご
う
。
適
宜
私
に
傍
線
を
付
し
た
。

多
く
の
国
司
・
受
領
ら
の
思
う
と
こ
ろ
は
、
大
過
な
く
四
年
の
秩
を
満
た

し
、折
角
つ
か
ん
だ
機
会
を
利
用
し
て
私
富
蓄
積
に
も
努
め
た
い
、と
い
っ

た
こ
と
だ
っ
た
ろ
う
が
、
人
間
類
型
に
お
い
て
、
九
世
紀
国
司
と
一
〇
世

紀
後
半
以
降
の
受
領
と
の
間
に
は
、
微
妙
な
相
異
が
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ

る
。
少
な
く
と
も
、
望
ま
し
い
地
方
官
像
に
お
い
て
相
異
し
て
い
た
。

…
…
（
中
略
）。
と
こ
ろ
で
、
官
人
が
儒
教
の
徳
目
を
身
に
つ
け
そ
れ
に
よ

り
つ
つ
政
治
を
行
な
え
る
社
会
と
は
、
被
支
配
者
の
方
も
官
人
の
徳
を
認

め
そ
れ
に
従
順
で
あ
る
よ
う
な
状
態
で
あ
る
。
有
徳
者
が
愚
民
を
教
化
す

る
こ
と
を
建
前
と
す
る
律
令
社
会
は
、
そ
れ
に
ふ
さ
わ
し
い
の
だ
が
、
儒

教
徳
目
の
修
得
が
推
奨
さ
れ
、
少
数
と
は
い
え
有
徳
官
人
が
出
て
い
た
九

世
紀
は
、
問
題
を
妊
ん
で
い
る
と
は
い
え
、
な
お
、
律
令
社
会
と
し
て
健

全
で
あ
っ
た
、
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。
…
…
（
中
略
）。
か
く
し
て
、
一

〇
世
紀
中
期
以
降
に
な
る
と
、
九
世
紀
良
吏
と
は
異
な
っ
た
地
方
官
像
が

求
め
ら
れ
、ま
た
出
現
し
て
く
る
。
そ
れ
が
受
領
で
あ
る
。
…
…（
中
略
）。

私
は
、
そ
の
来
由
を
か
つ
て
の
律
令
政
治
は
公
民
を
支
配
の
対
象
と
し
、

籍
帳
で
戸
口
を
把
握
し
班
田
を
行
な
う
と
い
っ
た
よ
う
な
直
接
的
支
配
を

行
な
っ
た
の
に
対
し
、
受
領
ら
の
部
内
支
配
は
公
領
を
請
作
す
る
田
堵
ら

を
把
握
し
課
税
し
て
い
く
方
式
で
、
律
令
方
式
と
比
べ
る
な
ら
ば
、
間
接

的
支
配
に
な
っ
て
い
る
こ
と
に
求
め
ら
れ
る
と
考
え
て
い
る
。
…
…
（
中

略
）。
前
者
の
よ
う
な
あ
り
方
の
場
合
、
国
司
の
個
性
が
重
要
な
意
味
を

も
ち
、
お
の
ず
と
徳
性
も
問
題
に
な
り
得
た
が
、
後
者
で
は
被
支
配
民
と

の
間
で
個
性
や
徳
性
の
入
り
こ
む
余
地
は
小
さ
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。
村
井

康
彦
氏
（⽝
平
安
貴
族
の
世
界
⽞）
は
、
九
世
紀
ま
で
地
方
官
の
勤
務
評
定

を
考
課
と
称
し
た
が
、
一
〇
世
紀
に
入
る
と
功
過
と
呼
ぶ
よ
う
に
な
っ
て

い
る
と
指
摘
し
た
。
受
領
ら
を
、
良
吏
・
悪
吏
と
い
う
よ
う
な
道
徳
性
に

こ
だ
わ
ら
ず
評
価
す
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
こ
と
と
関
連
し
よ
う
。
…
…

（
中
略
）。
中
央
へ
は
規
定
な
い
し
臨
時
に
求
め
ら
れ
る
貢
納
を
果
た
し
、

部
内
に
対
し
て
は
請
作
者
を
募
り
名
支
配
を
行
な
い
、
多
く
の
帳
外
剰
物

を
も
ち
、
私
富
を
も
た
く
わ
え
る
、
と
い
う
と
こ
ろ
が
受
領
の
あ
り
方
の

概
略
と
な
る（
20
）。
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氏
の
指
摘
の
要
点
は
こ
う
だ
。
地
方
政
治
に
際
し
、
九
世
紀
ま
で
は
、（
大
学

教
育
で
身
に
付
け
た
）
儒
教
的
道
徳
思
想
に
裏
打
ち
さ
れ
た
徳
化
を
施
す
国
司

が
属ㅟ

人ㅟ

的ㅟ

に
求
め
ら
れ
て
い
た
。
そ
れ
に
対
し
、
一
〇
世
紀
以
降
に
な
る
と
個

人
の
学
問
的
素
養
や
道
徳
性
な
ど
で
は
な
く
、
現
実
の
生
産
・
租
税
収
納
能
力

の
如
何
が
問
題
と
さ
れ
、
中
央
政
府
へ
の
遅
滞
な
き
貢
納
を
遂
行
で
き
る
存
在

が
国
司
の
範
型
（
＝⽛
受
領
⽜）
と
な
っ
て
い
た
、
と
い
う
わ
け
で
あ
る
。
ま
た
、

阿
部
猛
氏
に
も
、⽛
良
吏
の
個
人
的
才
幹
に
よ
っ
て
実
効
を
挙
げ
え
た
時
代
は
、

ま
さ
に
九
世
紀
だ
っ
た
の
で
あ
る
⽜
と
い
う
類
似
の
指
摘（
21
）
が
あ
る
。

国
司
の
属
人
性
が
問
わ
れ
な
く
な
っ
て
い
っ
た
、
す
な
わ
ち
国
司
の
属
人
的

な
良
し
悪
し
が
問
題
解
決
に
あ
た
っ
て
重
要
な
フ
ァ
ク
タ
ー
で
な
く
な
り
つ
つ

あ
っ
た
、
と
い
う
一
〇
世
紀
前
後
の
変
動
を
踏
ま
え
て
、⽝
保
則
伝
⽞
の
〝
悪
吏
⾊

に
つ
い
て
も
説
明
出
来
る
と
こ
ろ
が
あ
ろ
う
。

前
に
そ
の
類
型
を
大
別
し
た
が
、
先
に
二
つ
目
の
類
型
の
方
か
ら
言
う
と
、

強
欲
・
貪
欲
に
し
て
収
奪
者
的
な
〝
悪
吏
⾊
に
関
し
て
は
、
ま
さ
に
森
田
氏
が

指
摘
す
る
よ
う
な
国
司
の
⽛
受
領
⽜
化
と
い
う
文
脈
に
お
い
て
理
解
し
て
よ
い

だ
ろ
う
。

続
い
て
、
も
う
一
つ
の
類
型
に
つ
い
て
。
刑
罰
や
有
形
力
の
行
使
も
辞
さ
な

い
強
権
的
支
配
で
あ
る
が
、
徳
治
に
よ
っ
て
支
配
す
る
こ
と
も
出
来
ず
、
か
と

い
っ
て
法
治
に
よ
っ
て
支
配
す
る
こ
と
も
出
来
ず
に
、
部
内
の
治
安
は
乱
れ
る

一
方
で
あ
っ
た
。
律
令
体
制
下
に
お
い
て
期
待
さ
れ
る
地
方
行
政
と
し
て
は
失

格
だ
が
、
国
司
の
苛
政
を
以
て
し
て
も
国
内
の
問
題
を
解
決
す
る
こ
と
が
出
来

な
い
と
い
う
の
は
、
ま
さ
し
く
解
体
期
律
令
国
家
が
抱
え
て
い
た
問
題
に
ほ
か

な
ら
な
い
だ
ろ
う
。
ひ
と
え
に
国
司
の
個
人
的
な
素
養
や
道
徳
性
の
如
何
に

よ
っ
て
か
か
る
状
況
を
改
善
し
得
た
と
は
思
わ
れ
な
い
。

こ
う
し
て
み
れ
ば
、
い
ず
れ
の
類
型
に
し
て
も
描
き
出
さ
れ
て
い
る
の
は
、

国
司
の
属
人
性
が
問
わ
れ
な
く
な
っ
て
い
っ
た
一
〇
世
紀
前
後
の
現
実
だ
と
言

え
よ
う
。
そ
し
て
、
か
よ
う
な
国
司
の
属
人
性
こ
そ
が
、
古
代
的
（
あ
る
い
は

律
令
的
）
な
地
方
支
配
の
要
で
あ
っ
た
は
ず
だ
。

五
〝
悪
吏
⾊
た
ち
の
意
義

こ
こ
ま
で
、⽝
保
則
伝
⽞
に
描
か
れ
る
〝
悪
吏
⾊
に
つ
い
て
愚
考
を
巡
ら
せ
て

み
た
。
本
稿
で
取
り
上
げ
た〝
悪
吏
⾊た
ち
は
、古
代
的
地
方
支
配
の
要
で
あ
っ

た
国
司
の
属
人
性
が
無
効
化
さ
れ
て
い
く
時
代
を
象
徴
す
る
存
在
と
し
て
描
き

出
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、
さ
る
一
点
に
こ
そ
、
彼
ら
〝
悪
吏
⾊
た
ち
の
意
義

が
求
め
得
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

作
者
清
行
は
、
漢
籍
の
表
現
に
範
を
取
り
つ
つ
も
単
な
る
断
章
取
義
に
留
ま

る
こ
と
な
く
、
当
時
の
我
が
国
が
直
面
し
て
い
た
〝
古
代
的
地
方
支
配
の
不
可

能
性
⾊
と
い
う
問
題
の
一
端
を
⽝
保
則
伝
⽞
の
テ
キ
ス
ト
上
に
具
現
せ
し
め
た

の
だ
、
と
言
う
こ
と
も
決
し
て
不
可
能
で
は
な
い
は
ず
だ
。

さ
ら
に
言
う
と
、
い
さ
さ
か
大
袈
裟
に
過
ぎ
る
か
も
し
れ
な
い
が
、
そ
う
し

た
地
方
支
配
の
不
可
能
性
は
〝
律
令
的
世
界
の
終
焉
⾊
と
い
う
、
よ
り
大
き
な

文
脈
の
中
で
理
解
さ
れ
る
べ
き
事
態
で
は
な
か
ろ
う
か
。⽝
保
則
伝
⽞
が
撰
述

さ
れ
た
延
喜
七
（
九
〇
七
）
年
、
唐
の
滅
亡
と
い
う
出
来
事
が
起
こ
る
が
、
そ

れ
が
全
く
の
偶
然
の
一
致
で
あ
る
と
は
思
わ
れ
な
い
の
で
あ
る
。

（
か
わ
の

と
も
や
・
人
文
学
専
攻
)
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注（
⚑
）⽝
保
則
伝
⽞
本
文
の
引
用
は
原
則
と
し
て
⽝
続
群
書
類
従
⽞（
群
）
に
拠
っ
た
が
、

前
田
育
徳
会
尊
経
閣
文
庫
蔵
⽝
諸
寺
縁
起
集
⽞（
尊
）、
京
都
大
学
附
属
図
書
館
蔵

⽛
藤
保
則
伝
残
編
⽜（
京
）
も
参
照
し
て
、
必
要
に
応
じ
本
文
を
改
訂
し
、
改
訂
箇

所
は
傍
点
を
付
し
た
。
そ
の
他
の
文
献
は
各
々
所
掲
の
書
物
に
基
づ
い
た
が
、
私

意
に
よ
り
返
り
点
や
句
読
点
を
補
う
な
ど
、
適
当
と
思
わ
れ
る
形
で
引
用
し
た
。

ま
た
、
漢
字
は
原
則
と
し
て
通
行
の
字
体
に
改
め
た
。

（
⚒
）
今
井
源
衛
⽛
漢
文
伝
の
世
界
⽜（⽝
今
井
源
衛
著
作
集

第
八
巻

漢
詩
文
と
平
安

朝
文
学
⽞
笠
間
書
院
、
平
一
七
。
初
出
昭
三
四
）、
川
口
久
雄
⽝
平
安
朝
日
本
漢
文

学
史
の
研
究

上
⽞（
明
治
書
院
、
初
版
上
巻
昭
三
四
→
三
訂
版
上
昭
五
〇
。
参
照

に
は
三
訂
版
を
利
用
）、
大
曾
根
章
介
⽛
漢
文
学
に
お
け
る
伝
記
と
巷
説
─
紀
長

谷
雄
と
三
善
清
行
─
⽜（⽝
日
本
漢
文
学
論
集

第
二
巻
⽞
汲
古
書
院
、
平
一
〇
。

初
出
昭
四
四
）、
所
功
⽛⽝
藤
原
保
則
伝
⽞
の
基
礎
的
考
察
⽜（
芸
林
会
編
⽛
芸
林
⽜

21
の
⚓
、
昭
四
五
・
六
）、
所
功
⽝
人
物
叢
書

三
善
清
行
⽞（
吉
川
弘
文
館
、
昭

四
五
）、
矢
作
武
⽛
三
善
清
行
の
方
法
─
藤
原
保
則
伝
考
─
⽜（
早
稲
田
大
学
国

文
学
会
編
⽛
国
文
学
研
究
⽜
50
、
昭
四
八
・
六
）、
大
曾
根
章
介
⽛
上
代
か
ら
中
古

へ
─
漢
文
伝
記
の
世
界
─
⽜（⽝
日
本
漢
文
学
論
集

第
二
巻
⽞
初
出
昭
五
四
）

な
ど
。

（
⚓
）
前
掲
注
（
⚒
）
今
井
論
文
。

（
⚔
）
袴
田
光
康
⽛
国
司
と
文
学
─
〈
良
吏
の
時
代
〉
と
そ
の
挫
折
⽜（
日
向
一
雅
編
⽝
平

安
文
学
と
隣
接
諸
学
⚔

王
朝
文
学
と
官
職
・
位
階
⽞
竹
林
舎
、
平
二
〇
）

（
⚕
）
阿
部
猛
⽝
平
安
前
期
政
治
史
の
研
究

新
訂
版
⽞
第
三
章
第
三
節
⽛
良
吏
の
典
型

─
藤
原
保
則
小
伝
─
⽜（
髙
科
書
店
、
平
二
。
な
お
、
旧
版
は
昭
四
九
刊
）

（
⚖
）
何
俊
⽛
漢
代
の
循
吏
と
酷
吏
の
性
質
に
つ
い
て
の
考
察
⽜（
九
州
大
学
中
国
哲
学
研

究
会
編
⽛
中
国
哲
学
論
集
⽜
41
、
平
二
七
・
一
二
）
が
、
研
究
史
の
整
理
を
行
っ

た
上
で
、
標
記
の
問
題
に
つ
い
て
再
考
察
を
試
み
て
い
る
。

（
⚗
）
群
は
⽛
葉
⽜
に
作
る
が
、
尊
・
京
に
従
っ
て
改
訂
す
る
。

（
⚘
）
山
岸
徳
平
・
竹
内
理
三
・
家
永
三
郎
・
大
曾
根
章
介
校
注
⽝
日
本
思
想
大
系
⚘

古

代
政
治
社
会
思
想
⽞（
岩
波
書
店
、
昭
五
四
→
新
装
版
平
六
）
所
収
⽝
藤
原
保
則
伝
⽞

（
大
曾
根
章
介
氏
担
当
）。
以
下
⽝
思
想
大
系
⽞。

（
⚙
）
前
掲
注
（
⚔
）
袴
田
論
文
。

（
10
）
石
母
田
正
⽝
日
本
の
古
代
国
家
⽞
第
⚔
章
⽛
古
代
国
家
と
生
産
関
係
⽜
第
一
節
⚔

⽛
班
田
制
の
成
立
⽜（
日
本
歴
史
叢
書
版
昭
四
六
→
⽝
石
母
田
正
著
作
集

第
三
巻
⽞

（
岩
波
書
店
、平
元
）→
モ
ダ
ン
ク
ラ
シ
ッ
ク
ス
版
平
一
三
→
岩
波
文
庫
版
平
二
九
。

引
用
に
は
岩
波
文
庫
版
を
利
用
）

（
11
）
群
は
⽛
無
⽜
に
作
る
が
、
文
意
不
明
。
尊
・
京
に
従
っ
て
改
訂
す
る
。

（
12
）
高
橋
富
雄
⽛
藤
原
保
則
伝
に
お
け
る
元
慶
の
乱
⽜（
今
村
教
授
退
官
記
念
会
編
⽝
秋

田
地
方
史
の
研
究
⽞
金
沢
文
庫
、
昭
四
八
）

（
13
）
台
北
・
藝
文
印
書
館
に
よ
る
影
印
本
。
全
八
冊
よ
り
成
り
、
八
冊
目
⽝
論
語

孝

経

爾
雅

孟
子
⽞
の
奥
付
に
⽛
中
華
民
国
七
十
八
年
一
月
十
一
版
⽜
と
記
載
。

（
14
）
以
下
、⽛
幷
兼
⽜
の
語
に
つ
い
て
は
、
過
去
に
拙
稿
⽛⽝
藤
原
保
則
伝
⽞
試
論
─

〈
批
判
精
神
〉
の
獲
得
と
そ
の
文
学
史
的
意
義
─
⽜（⽛
國
學
院
雑
誌
⽜
121
の
⚓
、

令
二
・
三
）
に
お
い
て
も
そ
の
解
釈
に
触
れ
た
と
こ
ろ
が
あ
り
、
併
読
し
て
い
た

だ
け
れ
ば
幸
い
で
あ
る
。

（
15
）
台
北
・
藝
文
印
書
館
に
よ
る
李
善
注
胡
克
本
の
影
印
⽝
文
選

附
考
異
⽞。
奥
付
に

⽛
中
華
民
国
五
十
六
年
十
月
五
版
⽜
と
記
載
。

（
16
）⽛
受
領
⽜
や
そ
の
周
辺
事
項
に
つ
い
て
、
本
稿
で
注
と
し
て
記
し
た
論
文
・
著
書
以

外
に
、
佐
藤
宗
諄
⽝
平
安
前
期
政
治
史
序
説
⽞（
東
京
大
学
出
版
会
、
昭
五
二
）
や

佐
々
木
恵
介
⽝
日
本
史
リ
ブ
レ
ッ
ト
12

受
領
と
地
方
社
会
⽞（
山
川
出
版
社
、
平

一
六
）、
川
尻
秋
生
⽝
シ
リ
ー
ズ
日
本
古
代
史
⑤

平
安
京
遷
都
⽞（
岩
波
新
書
、

平
二
三
）
な
ど
を
参
考
に
し
、
そ
の
意
見
に
従
っ
た
と
こ
ろ
が
大
き
い
。

（
17
）
筑
紫
平
安
文
学
会
⽝
私
家
集
全
釈
叢
書
14

為
頼
集
全
釈
⽞（
風
間
書
房
、
平
六
）

（
18
）
稿
者
の
管
見
に
入
っ
た
限
り
だ
が
、教
育
出
版⽝
精
選

古
典
B
⽞、桐
原
書
店⽝
新

探
求
古
典
B
⽞、
数
研
出
版
⽝
改
訂
版

古
典
B
⽞、
大
修
館
書
店
⽝
古
典
B

改

訂
版
⽞、
筑
摩
書
房
⽝
古
典
B

改
訂
版
⽞、
東
京
書
籍
⽝
精
選

古
典
B
⽞、
文
英

― 50 ―

北
海
道
大
学
大
学
院
文
学
院

研
究
論
集

第
二
十
号

― 51 ―



堂
⽝
古
典
B
⽞
は
、
採
録
を
確
認
し
た
。
検
定
は
、
文
英
堂
を
除
い
て
い
ず
れ
も

平
二
九
・
二
、
文
英
堂
の
み
平
三
〇
・
二
で
あ
る
。
ま
た
、
桐
原
書
店
、
数
研
出

版
、大
修
館
書
店
、東
京
書
籍
の
教
科
書
に
関
し
て
は
、⽛
漢
文
編
⽜と
分
冊
に
な
っ

て
い
る
⽛
古
文
編
⽜
を
参
照
し
た
。

（
19
）
阿
部
猛
⽝
平
安
貴
族
社
会
⽞⽛
八

十
世
紀
の
地
方
政
治
─
い
わ
ゆ
る
国
司
の
非

政
─
⽜（
同
成
社
、
平
二
一
。
初
出
昭
四
六
）

（
20
）
森
田
悌
⽝
受
領
⽞（
教
育
社
歴
史
新
書
〈
日
本
史
〉
10
、
昭
五
三
）

（
21
）
前
掲
注
（
⚕
）
阿
部
著
書
、
第
三
章
第
四
節
⽛
三
善
清
行
と
藤
原
敦
光
⽜（
初
出
昭

四
三
）

【
付
記
】

本
稿
に
お
け
る
⽝
藤
原
保
則
伝
⽞
の
本
文
校
訂
に
あ
た
っ
て
は
、
京
都
大
学

附
属
図
書
館
な
ら
び
に
前
田
育
徳
会
尊
経
閣
文
庫
の
ご
厚
意
に
よ
り
、
資
料
の

閲
覧
、
複
写
、
翻
刻
利
用
の
許
可
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
貴
重
な
資
料
を
利
用

さ
せ
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
こ
と
に
、
記
し
て
深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
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